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研究要旨： 

【目的】本研究班の目的は以下の 2 つの課題を解決することで、再犯防止推進法制定下の薬物依

存症者地域支援体制の構築に資することである。その課題とは、1つは、薬物依存症支援に係る中

長期的予後の実態を把握することであり、もう 1 つは、初期介入からリハビリ期間を経て社会復

帰に至るまでの、回復ステージに応じた切れ目のない支援体制を構築することである。 

【方法】本研究班では、上記の目的を達成するために、以下の 6 つの分担研究課題を立てて研究

活動を実施した。1) 「保護観察の対象となった薬物依存症者のコホート調査システムの開発とそ

の転帰に関する研究」（研究分担者: 松本俊彦）、2) 「民間支援団体利用者のコホート調査と支援

の課題に関する研究」（研究分担者: 嶋根卓也）、3) 「薬物依存症者に対する地域支援体制の実態

と均てん化に関する研究」（研究分担者: 白川教人）、4) 「更生保護施設における薬物依存者支援

の課題と地域連携体制のあり方に関する研究」（研究分担者: 森田展彰）、5) 「薬物依存症者への

就労支援のあり方に関する研究」（研究分担者: 引土絵未）、6)「司法と福祉の連携による薬物依存

症者への地域支援とその回復過程に関する質的研究」（研究分担者：髙橋康史）。 

【結果】薬物問題を抱える保護観察対象者のコホート調査（VBP）では、順調に対象者と調査実

施エリアを拡大し、初年度 17 箇所であった精神保健福祉センターは最終年度までに 20 箇所まで

拡大し、2017年3月から2021年12月末までに、20箇所の精神保健福祉センターから計642名

の保護観察対象者が調査に参加した。研究活動の結果、VBP参加を通じて、国内各地に精神保健

福祉センターを起点とした保護観察対象者の地域支援体制を構築することができた。途中、コロ

ナ禍による影響で保護観察所におけるリクルート率が低下した事を受けて、最終年度より刑務所

釈放前教育時でのリクルート情報の提供を追加し、矯正―保護―地域精神保健福祉をつなぐ連携

体制を築いた。 

「ダルク追っかけ調査」では、初年度は、計 457 名から同意を再取得し、薬物依存症者を対象

とする縦断研究としては依然として大規模なコホートを維持できていることが確認された。2 年

度も、計 457 名から同意を再取得し、薬物依存症者を対象とする縦断研究としては国内最大規模

を維持している。最終年度は、コホート全体の50%について5年後転帰を追跡することに成功し、

その高い断薬継続率が確認された。 

精神保健福祉センターの調査からは、薬物依存症の相談件数の増加、薬物依存症回復プログラム

の普及が確認されるとともに、精神保健福祉センター主催の生活保護担当者研修を通じて、支援

力の向上、ならびに薬物依存症者に対する忌避的感情の低減が進みつつあることが明らかにされ
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た。更生保護施設における調査を通じては、初年度は、同施設におけるかかわりによって、対象者

が他者への信頼や自分への内省を高め、自主性を高めていることが明らかにされた。2年度は、刑

の一部執行猶予制度」が対象者に好ましい意識変容を及ぼしている可能性、さらにはSMARPP実

施を通じて職員の意識改革が起こっている実態が明らかにされた。最終年度は、SMARPP実施を

通じて職員の意識改革が起こっている実態を確認するとともに、地域連携に資するパンフレット

の開発と配布を行った。 

民間回復施設の就労支援に関する調査では、初年度は、物質使用障害に対する治療と職業訓練の

統合システムの重要性が確認された。2年度は、テキストやワークブックなどによる構造的な就労

支援プログラム開発の必要性と財政基盤の確保という課題が明らかにされた。最終年度は、これ

までの実態調査と海外での情報収集の知見を踏まえ、「薬物関連問題をもつ人の就労ワークブッ

ク」を開発した。 

地域生活定着支援センター利用者の調査からは、初年度は、支援者がポジティヴ／ストレングス

な視点から評価と介入を行うことが、薬物再使用の抑制に資する可能性が明らかにされた。2年度

は、薬物依存症に限局しない包括的・総合的支援の必要性、ならびに保護観察対象者に対する

SMARPPの好ましい機能が明らかにされた。最終年度は、薬物依存症に限局しない包括的・総合

的支援の必要性、ならびに保護観察対象者に対するSMARPPの好ましい機能が明らかにされた。 

【結論】本研究班では、3年間の活動を通じて、エビデンス創出とともに、研究活動そのものや、

研究の一環として実施される研修会や意見交換会を通じて、薬物依存症者の地域支援体制の構築

を推進した。本研究班終了後も、いくつかの分担課題については研究活動、研修会、意見交換会を

継続し、薬物依存症者の地域支援体制の構築を推進する予定である。 

研究分担者 

嶋根 卓也（国立精神・神経医療研究センター

精神保健研究所 薬物依存研究部 

心理社会研究室長） 
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祉学科 専任講師） 

髙橋 康史（名古屋市立大学大学院 人間文化研

究科 講師） 

 

 

Ａ. 研究の背景と目的 

 

これまでわが国の薬物問題対策は「供給の断

絶」（規制・取り締まりの強化）に偏り、「需要

の低減」（依存症の治療・回復支援）には多くの

課題がある状況で推移してきた。 

こうしたなかで、平成28年6月には「刑の

一部の執行猶予制度」が施行され、これを機に、

関係機関や団体が緊密に連携した、地域におけ

る薬物依存症者支援の必要性が高まった。さら

に、平成 28 年 12 月には再犯防止推進法が制

定され、これにもとづき、平成 29 年 12 月に

は、犯罪対策閣僚会議において自治体の「再犯

防止推進計画策定」の努力義務化などが定めら

れ、地域に薬物依存症者の支援体制を構築する

ことは、もはや努力目標ではなく、国や自治体

の義務となった。いまや、保護観察から切れ目

のない地域における支援の実現に向けて、地域

の関係機関や民間支援団体の連携をより緊密
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とし、必要な支援を提供できる体制を確立する

ことは、わが国喫緊の課題といえるであろう。 

しかし、いまだ地域の医療機関や相談支援機

関の側には薬物依存症者支援の経験が乏しく、

薬物依存症者の転帰情報など、対策の企画立案

にあたって参照できる基礎的データも存在し

ない状況である。すでに2015年11月19日に

は「薬物依存のある刑務所出所者等の支援に関

する地域連携ガイドライン」（法務省保護局･矯

正局、厚生労働省社会・保護局障害保健福祉部）

が発出されており、その基本方針として、薬物

依存者に対する支援を刑事施設や保護観察所

又は医療機関いずれかの単一の機関に委ねる

のではなく、相互に連携し、それぞれが有する

責任、機能又は役割に応じた支援を、切れ目な

く（シームレスに）実施するよう努めること、

さらには、民間支援団体との連携体制構築の重

要性が示されている。 

すでに研究代表者は、平成28～30年度の厚

生労働科学研究において、「薬物依存のある刑

務所出所者等の支援に関する地域連携ガイド

ライン」の課題、ならびに各論部分に関する補

強的提言を行っているが、その提言を地域に根

づかせていくためには、さらに克服すべき課題

が山積している。具体的には、薬物問題を抱え

る人たちの中長期的な転帰に影響を与える要

因を明らかにし、リハビリから社会参加までの

支援のあり方、あるいは、更生保護施設に対す

る地域側からの支援、さらには、地域における

薬物依存症者支援を、当事者の視点から明らか

にする必要がある。 

そこで本研究は以下の 2 つを目的とする。1

つは、薬物依存症支援に係る中長期的予後の実

態を把握することであり、もう1つは、初期介

入からリハビリ期間を経て社会復帰に至るま

での、回復ステージに応じた切れ目のない支援

体制を構築することである。 

 

 

Ｂ. 研究方法 

  

 本研究は、以下の6つの分担研究課題から構

成される。 

1. 「保護観察の対象となった薬物依存症者

のコホート調査システムの開発とその転

帰に関する研究」（研究分担者: 松本俊彦） 

2. 「民間支援団体利用者のコホート調査と

支援の課題に関する研究」（研究分担者: 

嶋根卓也）  

3. 「薬物依存症者に対する地域支援体制の

実態と均てん化に関する研究」（研究分担

者: 白川教人） 

4. 「更生保護施設における薬物依存者支援

の課題と地域連携体制のあり方に関する

研究」（研究分担者: 森田展彰） 

5. 「薬物依存症者への就労支援のあり方に

関する研究」（研究分担者: 引土絵未） 

6. 「司法と福祉の連携による薬物依存症者

への地域支援とその回復過程に関する質

的研究」（研究分担者：髙橋康史） 

 以下に、各分担課題の具体的な研究方法を述

べる。 

 

1. 「保護観察の対象となった薬物依存症者の

コホート調査システムの開発とその転帰に関

する研究」（研究分担者: 松本俊彦） 

 保護観察の対象となった薬物事犯者の転帰

を明らかにし、転帰に影響する要因を明らかに

するとともに、保護観察から地域支援への橋渡

しをするシステムを構築するために、すでに分

担研究者らは、保護観察所と精神保健福祉セン

ターなどの地域支援機関との橋渡しをしなが

ら、保護観察の対象となった薬物事犯者の長期

転帰を調査する、「Voice Bridges Project

（VBP）：「声」の架け橋プロジェクト」を平成

29 年 3 月より実施している。これは、保護観
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察所にて対象者をリクルートし、管轄の精神保

健福祉センターにて研究参加の同意を得て、対

面もしくは電話による追跡を 3 年間実施する

コホート研究のデザインで実施されている。 

本分担研究では、前回の研究班より継続して

きた保護観察対象者コホート調査に関して定

量的解析を実施するとともに、毎年度、VBPに

参加する精神保健福祉センターに対して、薬物

依存症地域支援体制における現状と課題に関

するアンケートも行い、質的解析も実施した。 

 

2. 「民間支援団体利用者のコホート調査と支

援の課題に関する研究」（研究分担者: 嶋根卓

也） 

本分担研究は、2016 年に開始された「ダル

ク追っかけ調査」の継続研究である。2016～

2018 年度までの第一期調査（FU1～FU4、フ

ォローアップ＝FU と表記）では、全国 46 団

体のダルク利用者695名が追跡対象となった。  

初年度は、「ダルク追っかけ調査」を継続す

ることで、ダルク利用者の中長期的予後を把握

することを目的とした。2019～2021年度まで

を第二期調査（FU5～）とし、フォローアップ

を継続した。 

2年度以降は、民間支援団体利用者の予後と

支援の課題を明らかにすることを目的とした。

具体的には、ダルクの利用期間によって対象者

を分類し、新規利用群と継続利用群を比較し、

アブステナンス（断酒・断薬）の状況を含めた

予後を検討するとともに、覚醒剤症例における

自助グループへの参加とアブステナンスとの

関係を明らかにした。 

最終年度は、5年間に渡って追跡を完遂した

者（追跡完遂者）の特徴を明らかにし、継続的

な断酒・断薬率、薬物関連問題の重症度の時点

変化を検討した。また、最終フォローアップ調

査における自記式アンケートに基づき、自助グ

ループの活動状況と断酒・断薬との関係性につ

いて検討を行い、ダルク意見交換会を通じて、

コロナ禍が回復支援活動に与える影響につい

て課題を抽出・整理した。 

 

3. 「薬物依存症者に対する地域支援体制の実

態と均てん化に関する研究」（研究分担者: 白

川教人） 

 本分担研究では、全国の市区町村における薬

物依存症支援の理解向上・均てん化および地域

連携・支援の円滑化および「生活保護担当ワー

カー向け薬物依存症対応基礎研修テキスト」の

最適化（研究①）、全国の精神保健福祉センタ

ーにおける薬物依存症の相談件数および回復

プログラム等の実施状況の把握（研究②）、ス

ティグマ尺の開発と自治体職員を対象とした

薬物依存症に対する意識調査（研究③）を行う

ことを目的とした。この目的を達成するために、

以下の3つの研究を実施した。 

 

4. 「更生保護施設における薬物依存者支援の

課題と地域連携体制のあり方に関する研究」

（研究分担者: 森田展彰） 

 本分担研究では、更生保護施設における薬物

問題を持つ人の回復状況やそれに対して刑の

一部執行猶予制度や施設の支援や関連機関と

の連携状況が与える影響を明らかにするため

に、3つの研究を実施した。 

第1に、施設利用者に対する縦断的アンケー

ト調査：施設利用者に対して、入所時と退所時、

退所後に薬物依存に対応する動機づけ、精神健

康、適応上の問題を測定し、またその変化に刑

の一部執行猶予制度の対象であることや、支援

内容が与える影響を分析した。 

第2に、更生保護施設の利用者や支援者の質

的研究：面接記録について、複線径路等至性ア

プローチ（Trajectory Equifinality Approach、

TEAと記す）による質的分析を行った。 
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そして最後に、更生保護施設と関連機関の意

見交換会：更生保護施設・保護観察所、医療保

健機関、ダルク等の援助者を集めて意見交換会

を開催し、支援におけるポイントをまとめ、こ

れを小冊子にまとめた。 

 

5. 「薬物依存症者への就労支援のあり方に関

する研究」（研究分担者: 引土絵未） 

 本分担研究は、地域の民間依存症回復支援施

設等における就労支援について焦点をあて、薬

物依存症者の就労支援の実態と課題を明らか

にするとともに、実際に行われた支援の好事例

を収集することを目的としている。 

この目的を達成するために、初年度には民間

依存症回復支援施設ダルクを対象としたイン

タビュー調査を実施し、先駆的事例として米国

ニューヨーク州においてヒアリング調査を実

施した。 

2年度は、アルコール依存症を主な対象とし

薬物依存症の受け入れ実績のある就労支援を

実施する民間依存症回復支援団体 3 施設を対

象にインタビュー調査を実施し、初年度の調査

対象を含め 11 施設のインタビューデータにつ

いて質的分析を行った。 

最終年度は、依存症の利用者のいる就労移行

支援事業所2施設、および、出所者の採用支援・

教育支援団体2施設、薬物事犯者を採用してい

る企業 3 社へのインタビュー調査を実施した。

上記 18 機関のインタビュー調査から、薬物依

存症者の就労における困難性とその支援の創

意工夫について抽出することを試みた。 

 

6. 「司法と福祉の連携による薬物依存症者へ

の地域支援とその回復過程に関する質的研究」

（研究分担者: 髙橋康史） 

 本分担研究は、司法と福祉の連携による地域

支援が、薬物依存症者にいかなる影響を与え、

薬物依存症者の回復過程にどのような機能を

与えているのかを、支援者と当事者に対するイ

ンタビュー調査によって明らかにし、同時に、

ポジティヴ／ストレングスな視点から薬物依

存症者の回復モデルの試案を提言することを

目的に設定した。 

この目的を達成するために、初年度は、2つ

の研究を実施した。1つは、 地域生活定着支援

センター（3か所）に対するヒアリングであり、

もう 1 つは、24 名の薬物依存症者（ピア・サ

ポートから始まった民間施設の利用者）に対す

るグループ・インタビュー調査を行い、その「語

り」の構造を実証的に解明することを試みた。 

2年度および最終年度は、地域生活定着支援

センターによる支援を受けた薬物依存症者を

対象として、矯正施設等出所後の転帰に関する

インタビュー調査、保護観察所の薬物処遇プロ

グラムにかかわる看護師を対象として、司法領

域における薬物依存症者とのかかわりの実際

と課題に関するインタビュー調査、および、薬

物依存症から回復した後に支援者となった 6

名に対してもインタビュー調査を行った。 

 

 

Ｃ. 研究結果 

 

1. 「保護観察の対象となった薬物依存症者の

コホート調査システムの開発とその転帰に関

する研究」（研究分担者: 松本俊彦） 

 「保護観察対象者コホート調査」で得られた

量的検討では、平成29年3月から令和3年12

月末までに、20 の精神保健福祉センターから

計642名の保護観察対象者が調査に参加した。

1年後追跡完了者は253名、2年後の追跡完了

者は 127名、3年後の追跡完了者は 63名であ

った（追跡率は 1 年後 80.1%、2 年後 76.5%、

3 年後 70.8%）。初回調査時における対象者の

平均年齢は 46.1 歳で、男性が 76.0%、週 4日

以上働いている者が39.1%であり、保護観察の
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種類の内訳としては、仮釈放の者が63.4%と最

多であった。主たる使用薬物としては覚せい剤

が93.5%、逮捕時DAST-20の平均値は11.0と

中程度、89.9%が中等症以上の薬物問題の重症

度を示し、治療プログラムを受けている者が

75.1%であった。 

追跡中の各調査期間における違法薬物再使

用率は、3か月後では3.0%、9か月～1年では

3.2%、1 年 6 か月～2 年では 3.2%、2 年 6 か

月～3 年では 7.9%であった。治療プログラム

参加率は 1 年後には 45.5%に減少し、2 年後

38.6%、3年後 23.8%と年々低下したが、それ

に比べると、累積断薬継続率は、約1年経過時

点で約 90%、約 2 年経過時点で約 90%、約 3

年経過時点で約80%と、その低下は緩徐であっ

た。カプランマイヤー解析を実施したところ、

約1年経過後の累積断薬継続率は約90％、2年

経過後の累積断薬継続率も約90%であり、3年

経過後の累積断薬継続率は約80％であった。 

1年以内に再使用した者の特徴としては、初

回調査時点で精神障害者保健福祉手帳や身体

障害者手帳所持者が多いこと、刑務所への服役

回数が多いことが確認された。3年以内に使用

した者の特徴としては、初回調査時点で未婚の

割合が多い傾向がみられた。1年後調査でQOL

を「良好」と申告した者は男性が多く、初回調

査時点で有職者が多かった。「不良」と申告し

た者は初回調査時点で治療中の身体疾患が多

かった。3 年後調査では有意な差はなかった。

また、男性・覚醒剤使用者に限定し、1年後ま

での違法薬物使用に関連する要因を検討した

ところ、「無職」と「相談相手の存在」が保護要

因として、「社会福祉サービスの利用」がリス

ク要因として同定された。 

なお、法務省保護局観察課から提供されたデ

ータを分析した結果、調査実施地域における薬

物事犯保護観察対象における本調査同意率は

9.8%で、同意者（701名）は非同意者（6,444

名）に比べ男性が有意に少なく、平均年齢は高

かった。保護観察の転帰では、期間満了した者

の割合が同意群は 87.3％、非同意群は 73.6％

で同意群には身体拘束や死亡、余罪での保護観

察取り消しの転帰者は確認されていない。（令

和3年12月末）。 

VBP に参加する精神保健福祉センターを対

象としたアンケート調査の質的検討からは、こ

れまでには支援につながっていなかった薬物

依存症当事者が、VBP を通して精神保健福祉

センターにつながっており、調査という枠組み

を通して年単位で関わる中で、潜在的な切実な

支援ニーズが浮き彫りになるケースがあるこ

とが明らかになった。精神保健福祉センターの

職員が薬物依存症の当事者に対する理解を深

め、他の自治体の支援体制や状況を知る機会が

増えるなど、VBP を通して支援者・支援組織

の側に様々なポジティブな変化が生じている

ことが伺えた。 

その一方で、頼れる人がいない、仕事がない、

身体疾患や精神疾患がある、母子家庭であるな

ど、健康度が低い人が調査・支援関係の中断に

至りやすい可能性が示唆された。就労を開始す

るなどの生活の変化により、精神保健福祉セン

ターの業務時間である平日の日中に電話する

ことが難しくなり、中断に至るケースがあるこ

ともわかった。 

その反面で、女性、携帯電話を所持している

人、家族等の相談できる人や医療機関などとの

つながりをもっている人、誰かと話したいとい

う気持ちを持っている人、誰かの役に立ちたい

と思っている人、仕事や家庭などの生活が比較

的安定している人、などが、調査・支援関係を

継続しやすいケースの特徴として挙げられた。 

3年間の研究活動を通じて、単なる調査のみ

の関わりでなく、薬物以外の生活上の悩みなど

を聴くことで中断が少なくなるという意見や、
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調査への協力を依頼するという関係性が継続

しやすさと関わっている可能性も示唆された。 

  

2. 「民間支援団体利用者のコホート調査と支

援の課題に関する研究」（研究分担者: 嶋根卓

也） 

 今回、前研究班から継続しての5年間のコホ

ート調査から、以下の事が明らかにされた。 

5年後までの追跡が完遂したのはコホート全

体の50%であり、追跡完遂者には、「回復のモ

デルとなる仲間がいる」という特徴がみられる

ことが明らかにされた。本研究における高い追

跡完遂率の背景には、フォローアップを担当し

たダルク職員と利用者との良好な関係性が影

響している可能性がある。また、スタッフの持

つ当事者性が、対象者にとっての回復のモデル

となっていた可能性がある。 

コホート全体の約 30%が 5 年間に渡って、

一度もアルコール・薬物の再使用がない状態、

いわゆるクリーンの状態を保てていることが

明らかになった。ダルクの継続利用群は、新規

利用群に比べて、断酒・断薬率が10%以上高い

という結果が得られた。追跡完遂者に絞って、

断酒・断薬率を算出すると、継続断酒・断薬率

は 59%であり、これはコホート全体の 2 倍近

く高い結果となった。 

薬物関連問題の重症度は、ダルク入所時には

集中的な治療を必要とする相当程度であった

が、ベースライン調査から1年が経過した時点

では中程度（外来治療で対応できるレベル）ま

で低下し、その後も緩やかに減少傾向が続いた。 

断酒・断薬の状態を維持した継続アブステナ

ンス群は、対照群に比べて、自助グループ活動

を積極的に行っていることが明らかになった。

継続アブステナンス群には、ホームグループが

ある、会計、電話・メール対応などのサービス

を経験している、スポンシーがいる、ミーティ

ング以外の時間にスポンサーに相談するなど

の特徴がみられた。積極的な自助グループ活動

は、断酒・断薬を維持する可能性がある。 

コロナ禍で自助グループや施設外プログラ

ムが制限され、コロナ禍での自粛生活にストレ

スを感じる者が多い中で、オンラインミーティ

ングが新たな受け皿になっている可能性が示

唆された。 

 

3. 「薬物依存症者に対する地域支援体制の実

態と均てん化に関する研究」（研究分担者: 白

川教人） 

本分担研究班では、毎年度2回の生活保護担

当者を対象とした研究会を実施し、その効果に

ついて評価尺度を用いた検証を行った。した。

日にウェブ形式の研修を実施した。その結果、

いずれの年度についても、J-DDPPQ 尺度上、

の有意な変化が確認されるとともに、自由記述

欄の情報から、研修会の講師として当事者が登

壇することの肯定的な意義が明らかにされた。 

また、本分担研究班では、毎年度、全国の精

神保健福祉センター69 箇所を対象としたアン

ケート調査を実施した。その結果、各センター

における薬物問題の相談件数は、平成 27 年度

（平均77.3件)から一貫して増加傾向にあるこ

と。そして、薬物依存症を対象にした回復プロ

グラムを実施するセンターは、令和2年度は47

箇所まで増加したが、コロナ禍の影響で令和3

年度は 45 箇所に減少していた。家族教室など

の家族向けプログラムを実施しているセンタ

ーについても、令和2年は49箇所であったが、

令和3年度は48箇所に減少した。 

コロナウイルス感染症の流行に伴うセンタ

ーの依存症事業への影響では、個別の相談では

感染対策を実施して事業を実施しているセン

ターが多かったが、本人プログラムや家族教室

に関しては一時的に実施を見合わせているセ

ンターも少なくなかった。 
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最終年度には、当事者や家族に対するインタ

ビューから薬物依存症に関するスティグマ尺

度を開発した。その尺度を用いて自治体の様々

な職員を対象とした調査、解析を行った結果、

生活保護担当ケースワーカーであること、薬物

依存症の支援従事者であること、年齢が 60 代

以上であること、ピアと連携して支援に当たっ

た経験がないこと、支援の中で被暴力被害の体

験があること、回復した薬物依存症者にあった

経験がないこと、プログラムに参加した経験が

ないことといった要因が、薬物依存症に対する

高いスティグマと関連していることが確認さ

れた。 

 

4. 「更生保護施設における薬物依存者支援の

課題と地域連携体制のあり方に関する研究」

（研究分担者: 森田展彰） 

 本分担研究班では、国内各地の更生保護施

設入所者400事例の縦断的調査を行った結果、

施設入所による教育により、薬物関連問題尺度

の生活困難の得点やK6得点の低下が認められ

た。また、更生保護施設での支援を受けて就労

や子育て精神的なつらさを乗り越える生活上

の自信を高めることができており、精神健康状

態も改善していることが明らかにされた。他方

で、更生保護施設利用者の半数以上が退所後3

か月時で薬物欲求を生じていると答えており、

薬物依存の回復を継続する働きかけの重要性

があらためて確認された。 

・刑の一部執行猶予制度の対象者では、非対象

者に比べて、3時点を通じてのSOCRATESの

得点の低下が少ないことが確認された、同制度

が薬物問題へ取り組む意識の継続に効果を上

げていることが確認された。 

更生保護施設の利用者の回復過程に関して

TEA を用いた質的研究からは、職員の個別的

な関わりをもとに自分の問題を受け止めてく

れると感じたことが、生活パターンや薬物使用

における自分の感情の内省あるいは退所後に

支援機関につながる力を育むことにつながっ

ていることが示された。 

なお、更生保護施設の職員と関連機関の関係

者を集めた意見交換会で意見聴取をもとに、多

職種多機関の連携を円滑にするためのポイン

トをまとめたパンフレット作成を行った。 

  

5. 「薬物依存症者への就労支援のあり方に関

する研究」（研究分担者: 引土絵未） 

 本分担研究班では、薬物依存症当事者へのイ

ンタビュー調査の質的分析、ならびに、米国ニ

ューヨーク州における物質使用障害に対する

治療と職業訓練の統合システムでのヒアリン

グ調査から、次のことが示唆された。すなわち、

依存症特性に配慮した連携については、支援者

個人および機関の価値観や経験に資するもの

ではなく、確立された資源としてテキストやワ

ークブックの開発を通して、就労支援従事者、

依存症支援者の相互理解を深めるとともに、支

援に繋がっていない当事者や家族が就労につ

いて理解を深める機会を提供する必要がある

こと、就労後のフォローアップ体制を整備する

ことを通して、依存症に関する情報を開示する

か否かの選択肢を提供することが目指される

が、薬物依存症者の就労継続を支援する財源が

確保されていない現状において、財政基盤に関

する検討が必要となることである。 

 さらに、3 つの課題も確認できた。第 1 に、

情報開示である。わが国では、現状、薬物関連

問題を非公表にすることにより就労機会を確

保せざるを得ないのが大半であり、薬物依存症

者が自分自身で情報開示について選択するに

は、薬物関連問題に対する誤解や偏見を解消す

るための啓発が重要である。第2に、薬物関連

問題を持つ人に対する誤解・偏見の解消である。

現状では、薬物事犯者（特に累犯）の受け入れ

る協力雇用主が少ない。そして最後な、フォロ
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ーアップ体制の充実である。薬物関連問題を持

つ人の就労継続においては、依存症回復支援施

設や就労支援機関、または薬物事犯者を受け入

れている協力雇用主などによるフォローアッ

プ体制が重要であるが、現状では、ボランタリ

ーな取り組みにとどまっている。今後はその財

源や制度的基盤について検討する必要がある。 

なお、最終年度では、代表的なカテゴリーに

ついて「薬物関連問題をもつ人の就労支援ガイ

ド」としてまとめ、ニューヨーク州の雇用リソ

ース開発チームで開発された雇用リソースブ

ックを基盤とし「薬物関連問題をもつ人と就労

のためのワークブック」を作成した。 

 

6. 「司法と福祉の連携による薬物依存症者へ

の地域支援とその回復過程に関する質的研究」

（研究分担者: 髙橋康史） 

 本分担研究班における 3 年間の研究活動か

らは、以下の4つのことが明らかにされた。 

第1に、障害福祉サービスの活用により、薬

物依存症者の地域生活支援が行われ、その支援

が薬物再使用を阻止することに寄与している

ことが明らかにされた。このことから、ポジテ

ィヴ／ストレングスな視点から、薬物依存症者

に関わることのできる社会福祉による支援の

有効性が確認された。また、地域生活定着促進

事業の下で、薬物依存症者が支援を受けるには

特別調整に該当することが前提条件であった

が、現在は、一般調整による支援を実施してい

ることが明らかになった。 

第2に、地域生活定着支援センターによる支

援を受けた薬物依存症者の予後についてのイ

ンタビュー調査をSCATで分析した結果、「薬

物依存症」特有のニーズに対するスペシフィッ

クな観点からのアプローチよりも、障害者総合

支援法による地域支援を得ることで、地域生活

を営む 1 人の人間として支援を受けることが

重要であると示唆された。 

第3に、司法領域における薬物処遇プログラ

ムを実施する看護師を対象としたインタビュ

ー調査では、SMARPPが単に、薬物依存症か

らの回復を促すだけでなく、SMARPPを行う

場が司法の領域から地域社会へ移行するため

の 1 つの「居場所」となることが示唆された。 

そして最後に、薬物依存症者に対するインタ

ビュー調査と共にMAXqdaを用いて実証的に

解析した結果、薬物依存症者という当事者から、

多様な役割の変化のプロセスが明らかになっ

た。そして、それが、ポジティヴ／ストレング

スな視点を活かした薬物依存症からの回復の1

つのルートとなりうる可能性も見出すことが

できた。 

  

 

Ｄ. 考察 

 

 本研究班では、①すでに実施してきた保護観

察所および民間支援団体における薬物依存症

者コホート研究をさらに継続・拡大し、②地域

保健福祉機関および自治体関係者の薬物依存

症者に対する支援力を高めるべく、実態調査と

研修を実施した。また、③更生保護施設の支援

の実態を明らかにすべく調査を実施し、④民間

回復施設における就労支援の実態と課題を検

討した。さらに、地域生活定着支援センターを

利用する薬物依存症当事者に対するインタビ

ューを実施し、当事者の視点から見た地域支援

の効果と課題を検討した。 

 その結果、薬物問題を抱える保護観察対象者

のコホート調査（VBP）は、順調に対象者と調

査実施エリアを拡大することができ、VBP を

通じて、精神保健福祉センターを起点とした、

保護観察対象者の地域支援体制を国内各地に

構築されつつある。今年度は、コロナ禍の影響

で保護観察所における対象者リクルートが停

滞したことへの対策として、法務省との協議に
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より、2021年10月以降、刑務所釈放前教育時

にも対象候補者に本プロジェクトに関する情

報提供を実施するようになった。これにより

「矯正施設―保護観察―地域精神保健福祉」の

つなぎが実現した。今後も対象者と調査実施エ

リアの拡大に努めつつプロジェクトを継続し、

国内の多くの地域に「声の架け橋（voice-

bridges）を作っていく予定である。 

 「ダルク追っかけ調査」においては、薬物依

存症者を対象とする縦断研究としては、現時点

では国内随一の規模を誇り、そのデータから、

今年度は覚せい剤依存症者の断薬継続と自助

グループ参加頻度との正の相関関係が明らか

にされた。このコホート研究では、対象者を最

長5年間追跡する計画であり、今後も臨床的・

行政的・学術的に意義の高いエビデンスを多数

創出することが期待されている。 

 また、自治体の生活保護担当者の支援技術向

上を目的とした研修の効果については、すでに

昨年度、支援力の向上、ならびに薬物依存症者

に対する忌避的感情の低減に資することが確

認されていたが、今年度、その効果は研修終了

6ヶ月後にも維持されていることが確認された。

今後、本研修プログラムのパッケージ化と全国

への普及を促進し、生活保護担当ケースワーカ

ーに対する継続的な支援技術の向上を目指す

計画である。また、精神保健福祉センターにお

けるSMARPP等の回復プログラム、家族プロ

グラムの普及率は7割に達し、数年前とは明ら

かに隔世の感があるものの、今年度の調査では、

コロナ禍の影響でプログラム実施施設に若干

の減少が確認された。今後も進捗をモニタリン

グしつつ、普及・均てん化に努め、国内の隅々

までの支援ネットワークを広げたい。 

 更生保護施設利用者の縦断調査、ならびに施

設職員へのインタビュー調査からは、刑の一部

執行猶予制度が対象者の問題意識に好ましい

影響を与えており、施設退所後も社会資源の利

用可能性を高めている可能性が示唆された。ま

た、更生保護施設での SMARPP 実施により、

職員の意識が、従来の「指導・教育」重視のス

タンスから、「安心・安全の関係性」重視のスタ

ンスへと移行していることも確認された。今年

度は、意見交換会で出た疑問や質問を中心に、

「更生保護施設支援者を対象としたパンフレ

ット」を開発し、国内各地の更生保護施設に配

付した。これまで地域精神保健福祉の分野では

光が当たらなかった更生保護施設をフィール

ドにした研究活動は、それ自体が施設職員の意

識や文化に好ましい影響を与え、ひいては利用

者の再犯防止に資するものと考えている。 

民間回復施設の就労支援に関する調査から

は、今年度は、テキストやワークブックを開発

し、個人の尽力によらない構造化された就労支

援開の必要性が明らかになり、また、薬物依存

症者の就労支援を可能なら占める財源確保の

必要性も確認された。今年度は、3年間の調査

結果を踏まえ、「薬物関連問題をもつ人の就労

支援ガイド」としてまとめ、国内の就労支援機

関に配布した。また、ニューヨーク州の雇用リ

ソースブックを参考にして、分担班独自に「薬

物関連問題をもつ人の就労ワークブック」も開

発した。今後、依存症から依存症回復支援の1

つの「出口」として就労の意義をさらに声を大

にして主張していく必要がある。 

 地域生活定着支援センターを利用した薬物

依存症者の調査からは、次の3点が明らかにさ

れた。第1に、障害者総合支援法を中心とした

障害者福祉サービスの活用による地域支援の

有用性が確認された。第2に、司法から地域へ

の移行を促す「居場所」としての保護観察所処

遇プログラムの意義が確認された。そして最後

に、薬物依存症者当事者および回復に向けたポ

ジティヴ／ストレングスな視点からの支援に

おいては、対人援助レベルだけでなく、制度・

社会構造的な次元において、薬物依存症者の
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「強さ」を引き出す為の仕組み作りが求められ

ることが明らかになった。 

 本研究班における3年間の研究活動では、エ

ビデンスを創出するだけにとどまらず、研究活

動の一環として開催された研修会や意見交換

会を通じて、薬物依存症者の地域支援体制の構

築を推進するに貢献することができた。その意

味で、本研究班の研究活動全体が、地域を耕し、

支援者を育てるアクション・リサーチとしての

機能を持っていたとえるだろう。そして、その

活動は、ごく近い将来、薬物依存症者支援を通

じて国民の健康増進に資するだけでなく、薬物

依存症者の再犯防止につながることで社会安

全維持にも貢献し、さらには、近い将来行われ

るであろう、「刑の一部執行猶予制度」の見直

しにも資する基礎資料として高い価値を持つ

と自負している。 

 

 

Ｅ．結論 

 

本研究班では、①すでに実施してきた保護観

察所および民間支援団体における薬物依存症

者コホート研究をさらに継続・拡大し、②地域

保健福祉機関および自治体関係者の薬物依存

症者に対する支援力を高めるべく、実態調査と

研修を実施した。また、③更生保護施設の支援

の実態調査とともに、地域連携に資するパンフ

レットの開発と配布を行い、④民間回復施設に

おける就労支援の実態と課題を検討するとと

もに、「薬物関連問題をもつ人の就労ワークブ

ック」を開発した。さらに、⑤地域生活定着支

援センターを利用者調査からは、司法領域から

地域支援に移行する際の課題を整理した。 

本研究班終了後も、いくつかの分担課題につ

いては研究活動、研修会、意見交換会を継続し、

薬物依存症者の地域支援体制の構築を推進す

る予定である。 

 

 

Ｆ．健康危険情報 

 

 なし 
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連問題と飲酒問題を有する覚せい剤事犯

者の特徴：信頼感に注目した分析から．第

55 回日本アルコール・アディクション医
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